
 

 

【プレスリリース】環境学部 徳田准教授らが島根県大田市猛鬼(もうき)海岸から新種のイシサ

ンゴ化石を発見！ 

 

 

公立鳥取環境大学環境学部の徳田悠希准教授は、山田直人氏（本学環境学部卒業生）、遠藤寛

海氏（本学環境学部卒業生）、千徳明日香准教授（琉球大学理学部）、江﨑洋一教授（大阪公立

大学大学院理学研究科）、林広樹教授（島根大学総合理工学部）、松浦良彦氏（石見銀山地質研

究会）、河野重範主任研究員（栃木県立博物館）との共同研究により、島根県大田市猛鬼海岸の

約 1500 万年前（新生代中期中新世）の地層から新種のイシサンゴ化石を発見し、イシサンゴ目

キサンゴ科キサンゴ属の新種として記載報告しました。化石が発見された猛鬼海岸の地名から、

Dendrophyllia mokiensisと命名し、和名をモウキキサンゴとしました。キサンゴ属のサンゴに

はさまざまな群体形がみられますが、本種は仮軸状群体を形成する最古のキサンゴ属サンゴであ

ることが分かりました。また、本研究ではキサンゴ属に加え Petrophyllia属のサンゴも同一層

準から数多く見つかりました。キサンゴ属と Petrophyllia属の両方のサンゴが優占する無藻性

イシサンゴ群集が報告された初めての例です。この研究は、日本古生物学会が発行する国際誌

「Paleontological Research」オンライン版で公開されました。  
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図：島根県大田市猛鬼海岸より発見されたモウキキサンゴ 

Tokuda et al. (2025)をもとに改変 



【研究概要】 

現在知られているイシサンゴ目（刺胞動物門、花虫亜門、六放サンゴ綱）の現生種 1698 種のう

ち、およそ半分が体内に褐虫藻を共生させない無藻性のサンゴです。その大部分は深海域で生息

しています。特に無藻性の群体イシサンゴは、深海域で多様性が豊かな冷水性サンゴ礁の枠組み

を形成する重要な生物です。しかし、無藻性イシサンゴ化石に関する研究はほとんど進んでいま

せん。日本からも無藻性のイシサンゴ化石の産出が報告されていますが、新生代の中新世の地層

から記載された種はわずか 6 種にとどまっています。本研究では、島根県大田市猛鬼海岸に分布

する中新統大森層から産出した無藻性イシサンゴ化石を用い、マイクロフォーカス X 線コンピュ

ータ断層撮影法（CT）により、非破壊で骨格形態の詳細な解析を行いました。その結果をもとに、

Petrophyllia niimiensis、Dendrophyllia okamotoi、および新種の Dendrophyllia mokiensis（和名：モウ

キキサンゴ）の３種の無藻性群体イシサンゴを記載しました。特に、新種である Dendrophyllia 
mokiensis は仮軸状群体を形成する最古の Dendrophyllia 属サンゴであることが分かりました。

Dendrophyllia 属の中にはさまざまな群体形がみられますが、本研究の成果はそれらの進化過程を

考える上で非常に重要です。また、Petrophyllia 属と Dendrophyllia 属の両者が主要な枠組み形成者

として関与する冷水性サンゴ礁や高密度サンゴ群集の報告はこれまでありませんでした。本研究

の結果、Petrophyllia 属と Dendrophyllia 属の両者が同一層準から多産することがわかりました。

Petrophyllia 属と Dendrophyllia 属の両方のサンゴが優占する無藻性イシサンゴ群集が報告された

初めての例です。これらのことは Petrophyllia 属が優占する無藻性群体イシサンゴ群集が、新生代

においても他のイシサンゴと共存しながら広く存在していた可能性を強く示唆します。

Petrophyllia 属のサンゴは、現在の海ではオーストラリアに 1 種のみが確認されるのみで、冷水性

サンゴ礁の形成に寄与していません。本研究は、この Petrophyllia 属の衰退の原因や、深海域で多

くの生命を支えている冷水性サンゴ礁を構成する無藻性群体イシサンゴの変遷を理解するうえで

も、新たな知見を提供しています。 
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